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可決
全会一致

亀岡地区公民館改築・デジタル行政ポイントサービス等

商　工　費

９億567万円
◦ふるさと納税
　 ５億2473万円

◦観光施設管理　　
　 　　　5201万円

土　木　費

12億2196万円
◦道路維持 
　　1億6028万円

◦除排雪
　　１億6923万円

消　防　費

4億6100万円
◦消防団備品 126万円

◦消防施設整備
　 　　　 1495万円

教　育　費

14億8599万円

亀岡地区公民館改築 ３億8697万円

◦有機農産物の消費拡大による活動を支援

新規事業

新規

◦総合交流プラザＬＥＤ化　
　 　　　1139万円
◦小学校設備整備
　 　　　1200万円
◦学校情報教育環境整備
　 　　　2122万円

新規 みどりの食料システム戦略 385万円

新規
書かない窓口サービス
377万円

紙おむつ支給拡大
　1323万円
◦有料老人ホームやグル
　ープホーム入所者へも
　支給

スマートＩＣ整備
１億8633万円

新規 デジタル行政ポイントサービス770万円
◦町内で利用可能な「デジタル行政ポイント」を付与し町
　内の経済発展を図る

商工業でデジタル
サービス普及
　　　　400万円

をチェック

◦窓口業務のワンストップ化
◦タブレット端末による公共
　施設の予約等を進める

2024.4.20 －３－

令和６年度予算
　令和６年度の予算について審査し、全ての予算を可決しました。新規の
事業、事業費の大きなものなどを中心に紹介します。

特別会計の減額、企業会計の増額の主な要因は、下水道、農業集落排水、特定地域生活排水会計が特別会計から
企業会計に移行したためである。

総　務　費

40億9029万円
民　生　費

34億2867万円

衛　生　費

◦出産・子育て応援交付金
　　　　 　1310万円

◦母子保健 2250万円

農林水産業費

5億5879万円
◦県営農地整備
　　 4660万円

◦有害鳥獣対策
　　 　768万円

◦新庁舎建設　 　28億6521万円
◦デュアルスクール　 　253万円

（金額は万円未満切り捨て）

当初
予算
予算概要

会　計　別 令和６年度予算額 令和５年度予算額 増減

一 般 会 計 146億3000万円 126億4000万円 19億9000万円

特 別 会 計 57億2783万円 66億6704万円 △ ９億3921万円

企 業 会 計 46億8343万円 35億2566万円 11億5776万円

合　　　計 250億4126万円 228億3270万円 22億　855万円

10億7094万円

新規

◦子ども・若者サポート
　　 　　262万円　

◦介護職員
　キャリアアップ
　　 　　100万円
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令
和
６
年
度
の
当
初
予

算
が
提
案
さ
れ
、
次
の
質

疑
が
あ
っ
た
。

問
　
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

答
　
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
踏
ま
え
て
各
地

域
・
集
落
ご
と
現
状
課
題

や
要
望
な
ど
実
情
に
合
わ

せ
、
主
に
気
軽
に
参
加
で

き
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
取

り
組
み
と
し
た
い
。

問
　
人
数
と
配
置
は
。

答
　
人
数
は
１
名
で
町
内

全
域
に
派
遣
す
る
。

問
　
各
課
と
の
連
携
は
、

連
絡
協
議
会
な
ど
計
画
し

て
い
る
か
。

答
　
毎
月
一
回
、
連
絡
協

議
会
を
開
い
て
い
る
。
複

合
的
な
問
題
に
つ
い
て
は

予
算
審
議

各
課
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

問
　
町
内
の
空
き
家
を
有

効
活
用
す
る
た
め
の
維
持

管
理
と
あ
る
が
具
体
的
な

中
身
は
。

答
　
町
内
の
空
き
家
に
つ

い
て
危
険
空
き
家
と
な
ら

な
い
よ
う
、
換
気
や
草
刈

り
な
ど
を
行
い
、
空
き
家

バ
ン
ク
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
こ
れ
は
建
設
課
で
は

な
く
商
工
観
光
課
が
相
談

窓
口
に
な
る
の
か
。

答
　
シ
ル
バ
ー
人
材
活
用

事
業
に
つ
い
て
は
商
工
観

光
課
が
窓
口
と
な
り
、
前

述
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

問
　
具
体
的
な
中
身
は
。

答
　
町
独
自
の
有
機
認
定

の
策
定
や
協
議
会
の
費
用

ま
た
有
機
米
を
段
階
的
に

学
校
給
食
に
使
用
す
る
際

の
原
材
料
へ
の
助
成
、
そ

の
他
マ
ル
シ
ェ
や
研
修
会

（
講
師
費
用
な
ど
）
経
費

が
含
ま
れ
る
。

問
　
毎
年
予
算
が
減
額
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
　
広
域
捕
獲
の
整
備
が

進
ん
で
き
た
こ
と
や
、
身

近
な
場
所
の
電
柵
の
整
備

が
進
ん
で
き
た
こ
と
に
よ

り
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
電
柵
は
維
持
管
理
に

経
費
が
掛
か
る
。
ま
た
猟

友
会
の
方
々
か
ら
は
弾
薬

の
不
足
や
サ
ル
の
追
い
払

い
用
花
火
な
ど
の
価
格
高

騰
に
対
す
る
不
安
の
声
が

あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
予

算
は
あ
る
の
か
。

答
　
県
や
国
に
対
し
て

７
０
０
万
円
の
申
請
枠
を

使
い
、
十
分
な
対
策
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

問
　
い
つ
か
ら
開
始
す
る

の
か
。
ま
た
付
与
の
対
象

と
な
る
の
は
。

答
　
６
年
度
早
々
に
始
め

て
い
き
た
い
。
移
住
定
住

や
出
産
、
健
康
促
進
の
た

め
の
検
診
や
、
図
書
館
利

用
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
い

る
。

問
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
待
た
な
い
デ
ジ
タ
ル

弱
者
に
対
し
て
の
付
与
も

考
え
て
い
る
か
。

答
　
現
在
、
商
工
会
で
実

施
し
て
い
る
「
た
か
ま
る

ポ
イ
ン
ト
」
の
よ
う
に
、

カ
ー
ド
で
の
ポ
イ
ン
ト
付

与
も
今
後
考
え
て
い
く
。

問
　
昨
年
は
早
い
段
階
で

受
付
終
了
と
な
っ
た
。
省

エ
ネ
対
策
で
不
足
し
た
場

合
の
増
額
は
あ
る
か
。

答
　
増
額
の
予
定
は
な
い
。

早
期
終
了
が
予
想
さ
れ
る

の
で
早
め
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
た
い
。
町
と
し

て
も
時
期
や
申
込
方
法
に

つ
い
て
、
周
知
を
し
っ
か

り
行
っ
て
い
く
。

問
　
環
境
に
優
し
い
建
物

に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た

県
や
国
か
ら
の
予
算
は
あ

る
の
か
。

答
　
新
庁
舎
同
様
、
環
境

に
配
慮
し
た
優
し
い
建
物

（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
）
と
な
っ
て

い
る
。
県
や
国
か
ら
の
補

助
は
な
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
助
成
金
を
使
っ
て

備
品
確
保
に
努
め
た
い
。

問
　
今
後
の
進
め
方
は
。

答
　
近
年
コ
ロ
ナ
禍
で
交

流
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
。
今
後
は
再
び
交
流
を

深
め
て
い
く
。

地
域
敬
老
事
業

重
層
的
支
援
体
制

シ
ル
バ
ー
人
材
活
用
事
業

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
緊
急
対
策
事
業

有
害
鳥
獣
対
策

デ
ジ
タ
ル
行
政
ポ
イ
ン
ト

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

亀
岡
地
区
公
民
館
の
改
修

た
か
は
た
墨
田
交
流

▲改修が待たれる亀岡地区公民館
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補 正
予 算

　12会計補正総額
 △１億3695万円

可決
全会一致

　主な会計
　一般会計　△3695万円（総額140億885万円）
　介護保険　△6555万円（総額　３０億293万円）

３月
定例会

提出議案等は４４件

会期
３月５日（火）～２２日（金）

人　　事  ……… 　１件

補正予算  ……… １２件

当初予算  ……… １２件

条　　例  ……… １４件

そ　の　他  ………　 ５件

いずれも
原案どおり可決

人　事

ふるさと応援基金条例の制定

手話言語条例の制定

３Point

１Point

２Point

　県内の市町村では、中山町、新庄市、長井市に次いで高畠町でも制定された。
　手話は、音声言語と異なり、手指や体の動き、表情を使って視覚的に表現す
る言語であり、ろう者が長年にわたって大切に育んできた言語である。
　しかしながら、障害者の権利に関する条約や障害者基本法において、手話は
言語として位置づけられたものの、手話に対する理解や普及が深まっていると
は言えず、ろう者は未だに多くの不便を抱えながら生活している。
　このため、手話が言語であるとの認識に基づき、ろう者が手話を使って安心
して暮らすことのできる地域社会を目指し、条例が制定された。

　ふるさと納税制度に基づく寄附金を主たる財源として、寄附者の
高畠町への思いを具現化することによって、地域の特色を生かした
個性豊かなまちづくりを推進するため『高畠町ふるさと応援基金』を設置した。

基金は、次に掲げる事業に要する費用に充てることができる。

　　（１）健康・医療・福祉　　　　（６）スポーツ・文化振興
　　（２）教育・人づくり　　　　　（７）まちづくり・町民活動
　　（３）子ども・子育て　　　　　（８）観光・交流・定住促進
　　（４）地域・産業振興　　　　　（９）安心・安全・防災
　　（５）環境・衛生　　　　　　　（10）その他町長が必要と認めたもの

【収　入】
・教育、保育給付事業負担金　　　　 　 　8055万円
・地域経済活性化事業補助金　　 　　　　  2177万円
・新規就農者経営発展支援事業補助金 　 △1874万円

【支　出】
・認定こども園等運営補助金 　　　　 　5052万円
・地域経済活性化、物価高騰対策事業 　 2536万円
・ふるさと応援基金（積立金）　　　2億1124万円
・町道安久津高畠線歩道整備工事　　 　 1746万円

注目事業

教育委員会委員

我妻恵子さん（大町一）
※新任に同意

令和５年度
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町
の
支
援
策
に
つ
い

て
、
保
護
者
向
け
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
確
認

を
行
っ
た
。
高
畠
中
学

校
の
生
徒
に
は
情
報
を

提
示
し
、
11
月
頃
に
全

保
護
者
に
紙
資
料
を
配

布
し
て
い
る
。
学
校
説

明
会
参
加
者
に
も
町
の

支
援
策
の
資
料
を
配
布

し
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
高
畠
高
校
の
魅
力
化

に
つ
い
て
、
高
畠
高
校

生
が
高
畠
中
学
校
を
訪

問
し
て
、
お
互
い
の
交

流
を
深
め
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
都
内
で
東
大

生
と
一
緒
に
活
動
発
表

を
行
う
な
ど
、
地
域
外

の
大
学
生
と
の
交
流
を

進
め
て
い
る
。 総 務

文 教
　
地
域
活
動
で
は
、
冬
咲

き
ぼ
た
ん
ま
つ
り
の
会
場

に
お
い
て
、
高
畠
高
校
の

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
様
々

な
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ブ
ッ
ク
ユ
ニ
オ

ン
の
一
角
に
「
マ
チ
ナ
カ

ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
ｓ
図
書
室
」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

高
畠
中
学
生
と
高
畠
高
校

生
が
選
書
し
て
い
る
。

【
日
時
】

　
１
月
31
日
（
水
）

【
内
容
】

　
田
辺
市
で
は
、
平
成

17
年
の
合
併
に
よ
り
、

人
口
は
８
万
５
０
０
０

を
数
え
た
が
、
以
降
人

口
減
少
は
止
ま
ら
ず
、

全
国
平
均
よ
り
も
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い

る
。
そ
の
課
題
に
対
し

て
「
た
な
べ
未
来
創
造

塾
」
が
発
足
。
現
・
熊

本
大
学
（
前
職
：
富
山

大
学
）
の
金か

な

岡お
か

省し
ょ
う
ご吾
教

授
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
指
導
の
も
と
、
補
助

金
政
策
か
ら
の
転
換
を

行
い
、
地
域
が
生
き
残

る
た
め
、
地
域
で
輝
く

稼
ぐ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
創

出
に
乗
り
出
し
、
地
域

の
中
か
ら
新
し
い
価
値

【
日
時
】

　
２
月
１
日
（
木
）

【
内
容
】

　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
基
づ
き
、
全
国
的
に

地
方
創
生
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。
戦
略

の
策
定
は
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
か
ら
助

言
で
、
ア
メ
リ
カ
の
中

で
小
さ
い
町
な
が
ら

も
、
最
も
住
み
た
い
ま

ち
、
子
育
て
に
や
さ
し

い
ま
ち
、
食
の
ま
ち
、

お
し
ゃ
れ
な
ま
ち
な
ど

の
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に

位
置
し
て
い
る
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
で
取
り
組
ん
で

き
た
「
市
民
参
加
型
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
模
範

に
し
て
、
若
者
が
中
心

と
な
り
進
め
る
こ
と
に

を
生
み
出
す
第
二
創
業

を
支
援
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　「
た
な
べ
未
来
創
造

塾
」
は
、
平
成
28
年
に

創
設
し
て
か
ら
８
年
目

で
、
７
期
ま
で
82
名
の

修
了
生
を
輩
出
。
来
年

度
９
期
目
に
は
１
０
０

名
の
大
台
に
な
る
見
込

み
。
高
畠
町
も
す
で
に

リ
ー
ダ
ー
人
材
育
成
塾

と
し
て
人
材
育
成
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
費

用
対
効
果
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
受
講
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
再
考
や
、
社
会

的
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
起
業
、
創
業
、

ま
た
受
講
後
の
動
向
も

評
価
対
象
に
し
て
い
く

な
ど
の
視
点
を
も
ち
な

が
ら
、
提
案
し
て
い
き

た
い
。

な
っ
た
。

　
40
歳
以
下
の
役
場
職

員
が
た
た
き
台
を
つ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
興

味
の
あ
る
若
者
中
心
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

女
子
会
な
ど
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
た
。

　
行
政
主
導
で
は
な
く

住
む
人
々
が
ど
の
よ
う

に
し
て
い
っ
た
ら
町
は

良
く
な
る
の
か
を
考
え

る
機
会
、
事
業
を
高
畠

町
に
お
い
て
も
進
め
て

い
き
た
い
。

委員会活動レポート

高畠高校支援

テーマ　市民参画型

和歌山県有
ありたがわちょう

田川町

行政視察

テーマ　人材育成

和歌山県田
た

辺
なべ

市
し

行政視察

2024.4.20 －７－

①
学
校
給
食
へ
の
特
別
栽

培
米
の
提
供
は
、
令
和
５

年
度
は
３
日
だ
っ
た
が
、

６
年
度
は
60
日
弱
で
約
１

８
０
俵
、
有
機
米
は
３
日

の
提
供
を
予
定
し
て
い
る
。

　
地
元
の
自
給
野
菜
組
合

が
健
康
に
良
く
、
お
い
し

い
野
菜
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
生
産
者

が
高
齢
化
し
て
い
る
。

②
有
機
農
業
産
地
づ
く
り

推
進
協
議
会
が
発
足
し
、

町
、
生
産
者
、
流
通
加
工

消
費
者
な
ど
関
係
機
関
で

構
成
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
年
次
計
画
が
な
い
。

③
町
独
自
の
認
証
制
度
を

６
年
度
中
に
確
立
し
て
い

く
。 

④
有
機
農
業
の
現
状
値

・
有
機
農
業
面
積

87
ヘ
ク
タ
ー
ル

産 業
厚 生

【
日
時
】

　
２
月
６
日
（
火
）

【
内
容
】

　
町
民
の
健
康
維
持
・

食
生
活
改
善
の
一
環
と

し
て
、
家
庭
菜
園
に
よ

る
野
菜
づ
く
り
を
提
唱

す
る
こ
と
か
ら
、
自
然

生
態
系
農
業
へ
の
取
り

組
み
か
ら
始
ま
り
、
町

民
の
自
給
自
足
運
動
を

広
げ
、
直
売
所
「
綾
手

【
日
時
】

　
２
月
８
日
（
木
）

【
内
容
】

　「
合
志
市
空
き
家
等

対
策
計
画
」
に
基
づ
い

て
、
空
き
家
対
策
業
務

を
㈱
こ
う
し
未
来
研
究

所
に
委
託
し
、「
空
き

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
展
開
し
て
い
る
。

研
究
所
の
特
性
を
生
か

し
、
建
築
士
協
会
、
司

法
書
士
会
、
宅
建
協
会

と
も
連
携
し
て
い
る
。

　「
稼
げ
る
市
」を
目
指

す
た
め
に
、
関
連
機
関

と
連
携
し
、
民
間
の
投

資
や
雇
用
が
生
ま
れ
る

環
境
を
創
出
す
る
た
め

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し

て
「
㈱
こ
う
し
未
来
研

究
所
」
を
平
成
27
年
に

設
立
し
た
。

・
特
別
栽
培
面
積

５
６
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

・
有
機
農
産
物
メ
ニ
ュ

　
ー
を
提
供
す
る
飲
食

　
店
数
　
　
　
２
店
舗

・
有
機
農
産
物
を
使
用

　
し
た
学
校
給
食

　
７
校
（
町
立
小
中
学

　
校
）

委員会活動レポート

有 機 農 業

め
町
民
の
暮
ら
し
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

な
環
境
づ
く
り
に
向
け

高
畠
町
で
も
そ
の
土
台

を
し
っ
か
り
確
立
す
べ

き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
令
和
４
年
に
「
綾
町

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
食
べ

る
給
食
の
大
切
さ
だ
け

で
な
く
、
町
全
体
が
食

に
よ
る
健
康
増
進
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
た
。

　
当
町
で
も
有
機
農
業

を
推
進
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
気
運
を
、
さ
ら
に

高
め
て
い
く
重
要
さ
を

見
習
っ
て
い
き
た
い
。

　
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
案
内
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
に
同
封
し
て
い

る
。空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
空
き
家
を

利
活
用
す
る
た
め
Ｐ
Ｒ

動
画
を
制
作
し
て
い
る
。

　
空
き
家
対
策
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
構
成
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
一

つ
の
連
携
シ
ス
テ
ム
と

な
る
が
、
専
門
的
な
空

き
家
対
策
を
通
じ
て
合

志
市
の
よ
う
に
、
生
活

課
題
を
第
三
者
機
関
の

よ
う
な
形
で
そ
の
中
核

と
な
っ
て
進
め
て
い
く

方
法
が
、
高
畠
町
に
見

合
う
の
か
も
含
め
て
、

多
角
的
な
観
点
か
ら
更

な
る
研
究
が
必
要
と
考

え
る
。

づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
す
る
ま

で
に
発
展
し
た
。

　
安
全
な
農
産
物
の
生

産
か
ら
消
費
ま
で
と
い

う
、
町
民
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
考
え

方
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
と
し
て
明
確
に
確

立
さ
れ
て
お
り
、
地
産

地
消
の
経
済
効
果
も
含

テーマ　有機農業

宮崎県綾
あやちょう

町

行政視察

テーマ　空き家活用

熊本県合
こう

志
し

市
し

行政視察



　「
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
」

の
よ
う
な
交
通
形
態
の

調
査
・
研
究
を
は
じ
め

当
町
の
実
情
や
町
民

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
地
域

公
共
交
通
の
確
立
に
努

め
る
。

　
地
域
の
茶
の
間
や
食

堂
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
研
修
会
を
実
施
し

導
入
に
つ
い
て
の
検
討

を
始
め
て
い
る
。

ろ
ぎ
な
が
ら
話
せ
る
雰

囲
気
を
目
指
し
た
議
会

報
告
会
「
カ
フ
ェ
・
ド
・

ギ
カ
イ
」
を
開
催
し
て

い
る
。

　【
日
時
】

　
１
月
12
日
（
金
）

【
内
容
】

　
那
須
町
も
、
高
根
沢

町
と
同
様
、
議
会
改
革

に
向
け
た
優
先
順
位
を

し
っ
か
り
と
議
論
し
、

　
町
民
に
開
か
れ
た
、
よ

り
身
近
な
議
会
運
営
と
議

会
改
革
に
向
け
て
先
進
地

の
視
察
を
行
っ
た
。

　
政
治
倫
理
条
例
の
運
用

常
任
委
員
会
の
再
編
、
議

会
報
告
会
、
公
聴
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　【
日
時
】

　
１
月
11
日
（
木
）

【
内
容
】

　
常
任
委
員
会
を
「
ま
ち

づ
く
り
」
と
「
く
ら
し
づ

く
り
」
と
親
し
み
あ
る
名

称
に
し
て
再
編
し
た
。

　
現
在
、「
議
会
基
本
条

例
」
の
策
定
に
む
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
。
よ
り

多
く
の
町
民
の
意
見
を
聞

く
た
め
、
カ
フ
ェ
で
く
つ

2024.4.20－８－

委員会活動レポート

議 会
運 営

栃木県高
たか

根
ね

沢
ざわ

町
まち

栃木県那
な

須
す

町
まち

行政視察

〈
高
根
沢
町
〉

〈
那
須
町
〉

政策提言
　　　の回答

①
デ
マ
ン
ド
交
通
の

　
拡
充

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

　
グ
の
導
入

①
Ｄ
ラ
ン
ク
の
空
き
家

　
管
理
体
制
の
強
化

③
地
域
間
公
共
交
通

　
の
再
構
築

総
務
文
教

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

　６月に議会で取りまと
めた政策提言に対し、町
から回答があった。

町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
の
目
的
を
明
確
に

し
て
い
る
。

　
議
会
議
員
と
し
て
必

要
と
さ
れ
る
政
治
倫
理

条
例
や
議
会
基
本
条
例

等
に
つ
い
て
、
近
年
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る

那
須
町
議
会
に
多
く
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

【
ま
と
め
】

　
議
会
活
性
化
に
向
け

た
改
革
を
進
め
る
原
動

力
は
、
議
会
基
本
条
例

の
策
定
に
よ
る
こ
と
が

大
き
い
と
感
じ
た
。
町

議
会
と
し
て
果
た
す
べ

き
責
任
と
役
割
が
明
確

と
な
る
こ
と
で
、
議
員

と
し
て
自
覚
し
た
行
動

が
議
会
活
性
化
の
た
め

に
、
よ
り
寄
与
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
研
修
と
な
っ
た
。

「
置
賜
定
住
自
立
圏
第

２
次
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
お
い
て
協
議
お
よ
び

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
お
た
め
し
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
イ
ン
タ
ー

ン
等
で
短
期
間
、
高
畠

で
活
動
で
き
る
制
度
を

活
用
す
る
。

　
農
業
体
験
、
町
内
企

業
で
の
就
業
体
験
等
の

受
入
機
会
を
増
や
す
。

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
令
和
７
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

「
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル

事
業
」
を
進
め
、
２
拠

点
生
活
受
入
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
い
く
。

④
移
住
定
住
対
策
の

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明

　
確
化

⑤
効
果
的
な
情
報
発
信

　
危
険
空
き
家
改
善
に

関
す
る
意
識
を
促
す
た

め
に
も
、
６
年
度
に
Ｄ

ラ
ン
ク
空
き
家
所
有
者

へ
の
意
識
調
査
を
実
施

す
る
。
そ
の
際
に
は
、

空
き
家
に
関
す
る
相
談

窓
口
や
危
険
空
き
家
除

却
事
業
補
助
金
等
に
つ

い
て
も
併
せ
て
周
知
す

る
。

　
活
動
支
援
を
希
望
さ

れ
て
い
る
自
治
会
を
紹

介
い
た
だ
き
、
相
談
を

行
い
な
が
ら
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
の
具
体

的
な
課
題
調
査
等
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

解
体
補
助
金
は
、
危
険

空
き
家
減
少
を
期
待
し

６
年
度
増
額
を
検
討
し

て
い
る
。

⑥
２
拠
点
生
活
受
入

　
体
制
の
構
築

②
解
体
補
助
金
の
拡
充

2024.4.20 －９－

【
日
時
】

　
２
月
13
日
（
火
）

【
演
題
】

　
公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て

【
講
師
】

　
東
北
芸
術
工
科
大
学
建

築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

教
授
　
　
三
浦
　
秀
一
氏

【
日
時
】

　
１
月
23
日
（
火
）

【
場
所
】

　
山
形
県
自
治
会
館

　
直
島
義
友
議
員
が
町

議
会
議
員
と
し
て
、
23

年
以
上
の
永
き
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
確
立
、

地
域
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
対
し
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
謹
ん
で
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
高
畠
町
議
会
と
し

て
、
全
議
員
15
名
の
総

意
に
よ
り
、
一
日
も
早

い
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
を
願
い
、
３
月
５
日

に
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
義
援
金
15
万
円
を

送
り
ま
し
た
。

　
議
員
一
同
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
と

地
域
住
民
の
皆
様
の
安

寧
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

委員会活動レポート

山形県町村議会
議長会会長

表　彰

義援金を
　　被災地へ

【
演
題
】

　
議
会
運
営
と
質
問

の
基
本
的
考
え
方

【
講
師
】

　
元
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
事
務
局

次
長

　
内
田
　
一
夫
　
氏

【
内
容
】

　
昨
年
８
月
以
降
に

新
た
に
議
員
と
な
っ

た
県
内
の
町
村
議
員

を
対
象
と
し
た
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
７

名
の
新
人
議
員
が
受

講
し
た
。

　
今
後
の
議
員
活
動

を
行
う
上
で
、
諸
会

議
や
用
語
の
理
解
、

議
員
と
し
て
の
基
本

的
考
え
方
や
課
題
等

大
変
わ
か
り
や
す
い

資
料
と
話
し
方
で
、

中
身
の
濃
い
有
意
義

な
研
修
で
あ
っ
た
。

【
内
容
】

　
温
室
効
果
ガ
ス
が
増

え
、
地
球
温
暖
化
が
進

ん
で
い
る
。
も
は
や
環

境
問
題
を
超
え
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
大
き
く
削
減
で
き

る
公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
や
、
住
ま
い
と
町
の

省
エ
ネ
を
考
え
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て

い
き
た
い
と
の
活
動
に

共
感
し
た
。

その他の活動

議員研修会

新人議員
　　　研修会

　
Ａ
、
Ｂ
に
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
い
る
活
用
可
能
な

空
き
家
を
対
象
に
、
管
理

者
の
経
費
の
負
担
の
軽
減

す
る
た
め
の
助
成
事
業
を

６
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
効
果
を

高
め
地
域
経
済
へ
の
効
果

を
図
る
た
め
、
工
業
団
地

整
備
の
早
期
実
現
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
西
町
西
工
業
団
地
の
拡

張
を
中
心
に
具
体
的
な
整

備
方
法
や
資
金
計
画
の
見

通
し
等
を
つ
め
て
い
く
。

　
企
業
誘
致
に
お
い
て
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
等
は

有
効
で
あ
り
、
何
が
効
果

的
か
を
今
後
研
究
、
検
討

す
る
。

　
融
資
事
業
お
よ
び
補
助

③
危
険
空
き
家
に

　
な
ら
な
い
よ
う
な

　
適
正
管
理
の
徹
底

金
事
業
を
設
け
て
い
る
が

活
用
し
や
す
い
よ
う
に
改

正
を
図
る
。

　
ま
た
、
情
報
収
集
も
県

と
連
携
を
図
る
。

④
工
業
団
地
の
整
備

⑤
企
業
誘
致
対
策
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広 報
広 聴

【
日
時
】
　

　
１
月
25
日（
木
）・26
日（
金
）

【
内
容
】
　

　
町
民
に
開
か
れ
た
議
会

運
営
を
進
め
る
に
あ
た
り

町
民
へ
の
情
報
発
信
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
５
年
度
か
ら
、
新
た

に
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

を
設
置
し
た
。

　
今
後
の
議
会
だ
よ
り
の

編
集
や
、
広
報
と
広
聴
の

各
分
野
の
機
能
を
強
化
し

て
い
く
活
動
、
役
割
分
担

に
つ
い
て
、
先
進
地
の
視

察
を
行
っ
た
。

　
一
関
市
で
は
議
会
モ
ニ

タ
ー
を
導
入
し
、
議
会
だ

よ
り
の
見
直
し
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
『
見
や

す
く
、
読
み
切
れ
る
、
市

民
参
加
型
の
広
報
誌
』
を

目
指
し
議
論
を
重
ね
、
現

岩手県一
いちのせきし

関市

岩手県矢
やはばちょう

巾町

行政視察

在
の
Ａ
４
フ
ル
カ
ラ
ー
の
形

に
な
っ
た
。
表
紙
に
イ
ラ
ス

ト
等
を
取
り
入
れ
、
目
を
引

く
よ
う
に
し
た
。

　
市
民
と
の
懇
談
会
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
開
催
し

出
さ
れ
た
声
を
町
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
行
っ
て
い

る
。

　
矢
巾
町
で
は
、
広
報
と
広

聴
を
分
科
会
に
分
け
て
活
動

し
て
い
る
。
広
報
分
科
会
は

広
報
紙
の
編
集
、
発
行
と

議
会
に
お
け
る
情
報
発
信

技
術
の
活
用
を
担
当
し
て

い
る
。
広
聴
分
科
会
は
議

会
報
告
お
よ
び
各
種
団
体

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
担

当
し
、
広
報
広
聴
活
動
で

明
ら
か
に
な
っ
た
政
策
課

題
の
整
理
に
関
す
る
こ
と

も
担
っ
て
い
る
。

　
議
員
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
と
す
る
目

的
で
「
町
民
と
議
員
を
つ

な
ぐ
会
」
を
開
催
し
特
別

な
テ
ー
マ
は
設
け
ず
、
町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
貴

重
な
場
で
あ
り
、
広
聴
の

重
要
性
を
感
じ
る
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
町
民
の
声
を
受
け
止
め

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
る
点
が
ど
ち
ら
も
素
晴

ら
し
く
、
今
後
の
高
畠
町

議
会
に
、
し
っ
か
り
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。

①
議
会
活
動
報
告
及

　
び
意
見
交
換
会
等

　
に
関
す
る
こ
と
。

②
広
報
及
び
広
聴
活

　
動
に
伴
う
政
策
課

　
題
の
整
理
に
関
す

　
る
こ
と
。

③
議
会
に
お
け
る
情

　
報
通
信
技
術
の
活

　　
用
に
関
す
る
こ
と
。

④
そ
の
他
議
会
の
広

　
聴
に
関
す
る
こ
と
。

町
の
魅
力
だ
と
思
う

の
で
、
町
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　
こ
ん
な
に
活
発
に

議
論
さ
れ
い
る
の
を

見
て
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
町
民
は
も
っ
と

傍
聴
さ
れ
た
方
が
よ

い
と
思
い
ま
し
た
。

広聴部会が始動

未
あ

来
す

の高畠を拓
ひら

くため、
声を拾い、伝える活動を
行います

広
聴
部
会
の

役
割
り

広報部会 広聴部会

委 員 長 平 誠

副委員長 佐　 藤　 純　 子

部 会 長 佐 藤 純 子 木 村 雅 博

委 員 秋 葉 晶 子 直 島 義 友

〃 武 田 正 隆 伊 澤 良 治

〃 青 柳　 貴 武 田　 修

〃 金 子 睦 夫 菊 地 英 雄

〃 西 方 茂 太 山 木 義 昭

〃 竹 田 正 樹

高畠町議会広報広聴常任委員会

委員会活動レポート

　
高
齢
者
支
援
、
子

育
て
支
援
が
手
厚
い

印
象
で
し
た
。
学
生

同
士
が
集
ま
り
や
す

い
場
所
等
へ
の
支
援

も
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　　
有
機
農
業
は
高
畠

議
会
を
傍ぼ

う

聴ち
ょ
う

し
て

名取さん石川さん

伊藤さん
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町長　企業立地への支援策等も検討する

企業誘致の取り組みは
直
なお

島
しま

義
よし

友
とも

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
町
民
が
安
心
・
安
定

し
て
生
活
す
る
に
は
、
仕

事
に
就
い
て
働
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
数
十
年
、
町
内
に

は
大
き
な
企
業
が
立
地
さ

工
業
団
地
の
拡
張
を
中
心

に
具
体
的
な
整
備
方
法
や

資
金
計
画
の
見
通
し
と
併

せ
、
企
業
立
地
へ
の
支
援

策
等
も
検
討
し
て
い
く
。

問
　
22
世
紀
は
国
民
の
安

全
・
安
定
の
た
め
産
業
構

造
を
変
え
る
必
要
が
あ
り

「
食
と
農
」
「
医
療
・
防

災
」
そ
し
て
人
材
を
育
て

る
「
教
育
と
文
化
」
と
い

う
産
業
な
ど
が
重
要
と
多

摩
大
学
学
長
の
寺
島
実
郎

氏
が
言
っ
て
る
。

　
産
業
構
造
の
変
化
に
つ

い
て
、
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

答
　
世
界
情
勢
や
日
本
経

済
を
確
実
な
情
報
を
も
っ

て
判
断
し
、
本
町
の
産
業

構
造
と
照
ら
し
合
わ
せ
た

施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　
常
に
確
か
な
情
報
を

も
っ
て
、
今
後
の
町
政
を

運
営
し
て
行
く
。

問
　
日
本
の
食
料
自
給
率

は
先
進
国
で
は
低
い
状
況

で
あ
る
。

　
ど
う
す
れ
ば
食
料
自
給

率
を
上
げ
る
事
が
で
き
る

の
か
。

答
　
食
料
自
給
率
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
農
業
生
産

基
盤
の
確
保
・
維
持
と
国

産
農
産
物
に
つ
い
て
国
民

の
皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
国
内
消
費
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

問
　
教
育
と
は
社
会
人
と

し
て
世
の
中
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
だ

と
思
う
。
人
材
教
育
の
町

の
取
り
組
み
は
。

答
　
学
校
教
育
で
は
、
教

科
授
業
や
探
求
学
習
、
郷

土
学
習
な
ど
で
学
力
を
育

成
し
、
幼
小
中
が
連
携
し

「
あ
い
さ
つ
、
読
書
、
お

手
伝
い
」
が
で
き
る
子
ど

も
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

問
　
こ
の
冬
は
積
雪
が
大

幅
に
少
な
く
除
雪
車
の
稼

働
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
な

い
状
態
で
あ
る
。

　
待
機
料
の
中
身
に
つ
い

て
除
雪
機
の
台
数
、
待
機

料
の
時
間
・
予
算
は
ど
の

く
ら
い
な
の
か
。

答
　
除
雪
機
械
57
台
で
作

業
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
自
社
の
保
有
機
械

は
、
補
償
時
間
と
し
て
90

時
間
分
を
支
払
う
よ
う
契

約
し
て
い
る
。

　
11
社
全
体
の
予
算
額
は

１
億
４
７
０
０
万
円
程
度

要
し
て
い
る
。

問
　
日
向
地
区
町
道
の
冠

水
・
水
没
の
解
消
の
た
め

道
路
改
良
工
事
が
令
和
６

年
度
予
算
に
箇
所
付
け
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
　
６
年
度
予
算
で
工
事

を
実
施
す
る
。
整
備
内
容

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
方

々
と
打
合
せ
を
行
い
進
め

て
い
く
。

産
業
構
造
の
変
化
に
つ

い
て

食
料
自
給
率
を
上
げ
る

に
は

人
材
教
育
の取

り
組
み
は

除
雪
の
現
状
は

日
向
地
区
町
道
の

冠
水
・
水
没
の
解
消
は

れ
て
い
な
い
。

企
業
立
地
に

向
け
て
ど
う

取
り
組
ん
で

い
る
の
か
、

ま
た
そ
の
Ｐ

Ｒ
も
積
極
的

に
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
　
今
年
度

庁
舎
内
に
、

「
高
畠
町
工

業
団
地
開

発
・
企
業
誘

致
検
討
部

会
」
を
設
置

し
、
西
町
西
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西
にし

方
かた

茂
しげ

太
た

　議員

町長　行財政の見直しにしっかり取り組む

厳しい財政であれば
選択と集中を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
人
口
減
少
に
よ
る
人

手
不
足
と
、
行
政
課
題
が

さ
ら
に
複
雑
・
細
分
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　
限
ら
れ
た
人
数
で
効
果

的
な
事
業
を
行
う
た
め
に

分
散
し
て
少
な
い
予
算
を

分
け
る
よ
り
も
、
選
択
と

集
中
で
、
軸
と
な
る
事
業

に
多
く
予
算
を
分
配
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
限
ら
れ
た
人
数
で
効

果
的
な
事
業
を
行
う
こ
と

は
、
行
政
に
限
ら
ず
経
済

的
活
動
に
お
い
て
も
共
通

す
る
基
本
的
な
事
項
と
認

識
し
て
い
る
。

　
行
財
政
の
見
直
し
に
し

っ
か
り
取
り
組
み
、
事
業

の
整
理
を
優
先
し
、
そ
の

後
に
選
択
と
集
中
に
よ
る

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
災
害
は
、
常
日
頃
か

ら
意
識
し
、
準
備
を
行
い

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

必
要
が
あ
る
。

　
地
域
の
自
主
防
災
組
織

に
対
す
る
活
動
支
援
は
あ

る
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
自
主
防

災
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
り

設
立
に
要
す
る
経
費
を
助

成
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、
各
地
区
の
自

主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

が
行
う
防
災
事
業
に
補
助

金
を
交
付
す
る
と
と
も
に

職
員
に
よ
る
出
前
講
座
な

ど
を
通
じ
て
活
動
を
支
援

し
て
い
く
。

問
　
広
域
的
な
災
害
の
場

合
、
町
独
自
で
災
害
協
定

を
締
結
し
て
い
る
団
体
、

自
治
体
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。
ま
た
公
表
は
し

て
い
る
か
。

答
　
人
的
応
援
、
車
両
・

物
資
の
提
供
な
ど
38
の
協

定
を
延
べ
38
の
自
治
体
、

78
の
団
体
と
締
結
し
て
い

る
。

　
公
表
は
し
て
い
な
い
た

め
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
て
い
き
た

い
。

問
　
リ
ー
ダ
ー
経
営
人
材

育
成
塾
は
来
年
度
３
期
目

を
迎
え
る
。
高
畠
町
が
こ

の
事
業
で
目
指
す
も
の
、

今
後
の
展
望
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
地
域
や
町

内
産
業
を
支
え
て
き
た
方

の
経
営
を
強
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
根
幹
と
な
る
リ
ー

ダ
ー
人
材
を
育
て
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
は
、
受
講

生
の
輪
を
拡
大
し
、
町
内

産
業
の
経
営
基
盤
安
定
を

図
り
、
事
業
構
想
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
実
践
支
援

を
強
化
し
て
い
く
。

問
　
中
小
企
業
に
お
け
る

経
営
環
境
は
厳
し
く
、
人

材
不
足
や
消
費
低
迷
な
ど
、

経
済
活
動
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
人
口
減
少
に
よ
り

消
費
が
落
ち
込
め
ば
商
店

な
ど
が
減
少
し
、
よ
り
便

利
な
地
域
へ
と
移
住
が
進

む
。
地
域
経
済
復
活
に
向

け
た
施
策
は
。

答
　
物
価
高
や
人
材
不
足

へ
の
対
応
や
消
費
低
迷
か

ら
の
回
復
の
た
め
の
事
業

を
実
施
す
る
考
え
で
お
り

新
年
度
当
初
か
ら
の
消
費

喚
起
事
業
を
行
な
う
予
定

で
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
経
済
循
環

と
行
政
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
連
動
さ
せ
た
新
た
な

事
業
と
し
て
、
高
畠
ま
る

ご
と
協
同
組
合
の
「
た
か

ま
る
ポ
イ
ン
ト
」
と
連
携

し
た
行
政
ポ
イ
ン
ト
を
計

画
し
て
い
る
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

広
域
的
な
災
害
対
応
は

地
域
経
済
復
活
に
向
け

た
人
材
育
成
に
つ
い
て

企
業
が
存
続
す
る
た
め
に

▲活躍が期待されるリーダー経営人材育成塾生
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町長　学校給食への提供に力をいれていく　

有機農産物の生産拡大と
安全な食の提供を

伊
い

澤
ざわ

良
よし

治
はる

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
有
機
農
産
物
の
生
産

拡
大
と
子
ど
も
た
ち
に
安

全
な
食
の
提
供
と
し
て
、

学
校
給
食
で
の
利
用
を
進

め
る
方
針
で
あ
る
が
、
買

い
入
れ
価
格
が
生
産
費
以

下
の
場
合
、
価
格
保
障
を

し
て
、
再
生
産
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
今
後
、
学
校
給
食
に

提
供
い
た
だ
く
特
別
栽
培

米
や
有
機
米
に
つ
い
て
は

通
常
使
用
し
て
い
る
米
の

価
格
と
の
差
額
を
町
で
負

担
し
て
い
く
方
向
で
考
え

て
い
る
。

問
　
国
は
有
機
農
業
を
全

農
地
の
四
分
の
一
（
１
０

０
万
ha
）
に
拡
大
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
政
策
を
進
め
る
た
め

に
町
を
挙
げ
て
有
機
農
業

推
進
の
た
め
の
栽
培
技
術

指
導
支
援
や
生
産
者
の
推

進
組
織
等
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
も
行
政
と

有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
と
連
携
し
て
推

進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
高
畠
町
有
機
農

業
産
地
づ
く
り
協
議
会
を

中
心
に
推
進
し
て
い
く
。

　
こ
の
中
で
、
生
産
技
術

の
研
修
や
有
機
農
業
に
対

す
る
意
識
高
揚
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
、
学
校
給
食
へ

の
特
別
栽
培
米
、
有
機
米

お
よ
び
有
機
農
産
物
の
提

供
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

問
　
今
年
度
の
町
づ
く
り

の
施
政
方
針
で
三
つ
の
重

点
と
一
つ
の
課
題
が
提
起

さ
れ
た
。

　「
元
気
で
、
安
全
・
安

心
な
町
づ
く
り
」
を
目
指

す
町
長
の
考
え
は
。

答
　
町
民
の
皆
さ
ん
が
幸

せ
な
生
活
を
送
ら
れ
る
社

会
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
掲
げ
た

四
つ
の
視
点
で
あ
り
、
そ

の
視
点
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
施
政
方
針
と

し
て
お
示
し
し
て
い
る
。

　
こ
の
重
要
な
視
点
に
つ

い
て
は
、
年
度
ご
と
変
え

る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
能
登
半
島
地
震
は
厳

冬
期
で
の
震
災
で
あ
っ
た
。

避
難
所
で
は
寒
さ
対
策
と

水
の
確
保
が
緊
急
対
策
と

し
て
求
め
ら
れ
た
。
町
の

避
難
所
の
暖
房
器
具
と
水

の
備
蓄
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
今
後
の
備
蓄
計
画

は
。

答
　
暖
房
に
つ
い
て
は
各

施
設
で
通
常
使
用
し
て
い

る
機
器
の
み
と
な
る
た
め

順
次
、
非
常
時
用
の
暖
房

機
器
と
燃
料
の
備
蓄
を
確

保
し
て
い
く
。

　
飲
料
水
は
、
現
時
点
で

５
０
０
㎖
入
り
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
４
７
０
０
本
を
備

蓄
し
て
い
る
が
、
十
分
な

量
と
は
言
え
な
い
。

　
町
民
の
自
助
と
し
て
の

備
蓄
を
広
め
る
と
と
も
に

町
も
継
続
的
に
備
蓄
量
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

▲有機栽培の拡大が期待される農地

行
政
の
役
割
が
重
要
で
は

元
気
な

町
づ
く
り
の
た
め
に

能
登
半
島
地
震
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
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秋
あき

葉
ば

晶
あき

子
こ

　議員

町長　町内関係機関と推進体制を構築していく

リーダーの育成で町活性化へ

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
当
町
で
行
っ
て
い
る

「
リ
ー
ダ
ー
経
営
人
材
育

成
塾
」
は
令
和
６
年
度
３

期
目
を
迎
え
る
。

　
現
在
の
経
営
基
盤
の
安

定
に
加
え
、
地
域
課
題
か

ら
の
起
業
創
業
、
金
融
機

関
を
入
れ
て
の
資
金
計
画

を
具
現
化
し
て
い
く
よ
う

な
事
業
展
開
を
進
め
て
ほ

し
い
と
思
う
が
。

答
　
商
工
会
を
は
じ
め
と

す
る
町
内
関
係
機
関
と
推

進
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
事
業
構
想
を
具

問
　
若
者
が
気
軽
に
集
ま

っ
て
楽
し
み
な
が
ら
地
域

課
題
に
取
り
組
む
機
会
を

何
ら
か
の
形
で
創
出
し
て

い
く
こ
と
が
、
若
者
の
ま

ち
づ
く
り
参
加
に
つ
な
が

る
。
幅
広
い
分
野
で
協
働

体
制
を
つ
く
る
こ
と
へ
の

町
の
考
え
は
。

答
　
将
来
を
担
う
若
者
の

人
材
育
成
は
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
町
内

に
は
若
い
世
代
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
複

数
の
団
体
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
る
。

　
独
自
の
活
動
を
尊
重
し

な
が
ら
も
、
団
体
間
の
横

の
連
携
が
図
ら
れ
な
い
か

検
討
す
る
。

問
　
か
ね
て
か
ら
課
題
だ

っ
た
福
祉
関
係
の
窓
口
が

わ
か
り
や
す
く
再
編
さ
れ

た
こ
と
は
、
町
民
の
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
生

活
困こ

ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
な
ど
属
性
、
世

代
を
問
わ
な
い
「
重
層
的

支
援
体
制
整
備
」
な
ど
の

具
体
策
は
。

答
　
重
層
的
支
援
で
は
、

よ
り
地
域
と
の
関
わ
り
を

強
化
し
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
包
括
的
な
体
制
を

つ
く
り
、子
ど
も
分
野
で
は

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
を

一
体
的
に
見
る
統
括
支
援

員
を
設
置
す
る
な
ど
、
切

れ
目
の
な
い
伴
走
型
の
支

援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問
　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い

て
は
、
「
高
畠
町
高
齢
者

福
祉
計
画
及
び
高
畠
町
介

護
保
険
事
業
計
画（
第
９

期
）」
策
定
に
あ
た
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ

の
調
査
か
ら
見
え
て
く
る

課
題
や
町
民
へ
の
特
徴
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
。

答
　
本
人
や
家
族
の
精
神

的
、
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
目
的
で
、
紙
お
む

つ
券
給
付
事
業
の
対
象
者

を
拡
大
し
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
に
入
所
し
て
い
る
高

齢
者
も
紙
お
む
つ
券
の
対

象
と
し
て
実
施
す
る
。

問
　
各
分
野
に
お
い
て
喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
と
な
っ
て
い
る

人
材
確
保
と
育
成
で
あ
る

が
、
特
に
介
護
業
界
は
、

慢
性
的
な
人
材
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
。

　
当
町
の
「
介
護
職
員
等

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
事

業
」
と
は
。

答
　
介
護
人
材
の
確
保
と

育
成
、
定
着
を
目
的
に
町

内
介
護
事
業
所
に
勤
務
す

る
職
員
の
資
格
取
得
に
必

要
な
費
用
を
事
業
所
が
負

担
し
た
場
合
、
補
助
率
２

分
の
１
で
６
万
円
を
上
限

に
事
業
所
へ
補
助
す
る
。

資
格
は
、「
実
務
者
研
修
」

を
想
定
し
て
い
る
。

▲新しい事業構想でにぎわいのあるまちづくりを

若
者
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
を

　「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

　
相
談
支
援
体
制
の
構
築
を

町
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

介
護
人
材
の
確
保
と

育
成
を

現
化
さ
せ

る
た
め
に

金
融
機
関

と
の
連
携

は
不
可
欠

で
あ
り
、

今
後
、
融

資
相
談
な

ど
が
で
き

る
体
制
と

し
て
、
連

携
協
定
が

結
べ
る
事

業
に
し
て

い
く
。

2024.4.20 － 15 －

町長　積極的な活用を周知していく

防災マップの活用について
佐
さ

藤
とう

純
じゅん

子
こ

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
各
世
帯
に
配
布
さ
れ

て
い
る
『
防
災
マ
ッ
プ
』

は
非
常
に
見
や
す
く
分
か

り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
「
緊
急
・
救

急
情
報
」
防
災
メ
モ
は
い

ざ
と
い
う
時
の
家
族
間
の

集
合
場
所
や
連
絡
先
、
か

か
り
つ
け
医
な
ど
活
用
す

る
事
が
で
き
る
。

　
こ
れ
を
例
え
ば
カ
ー
ド

サ
イ
ズ
で
持
ち
歩
き
に
携

帯
で
き
る
よ
う
に
作
成
し

て
は
ど
う
か
。

問
　
避
難
所
で
一
番
の
問

題
と
な
っ
た
施
設
設
備
は

ト
イ
レ
で
、
全
体
の
74
・

７
％
と
高
い
数
字
と
な
っ

て
い
る
。

　
現
在
、
町
が
管
理
・
備

蓄
す
る
災

害
用
ト
イ

レ
の
種
類

と
数
、
想

定
さ
れ
る

避
難
者
数

は
。

答
　
本
町

で
最
も
大

き
な
被
害

が
想
定
さ

れ
る
地
震

で
の
避
難

者
は
、
約

３
千
人
と

域
連
携
で
の
導
入
を
町
が

リ
ー
ド
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
下
水
道
施
設
が
被
害

を
受
け
た
場
合
は
、
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ラ
ー
も
使
用
で

き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
導
入
は
考
え

て
い
な
い
。

　
袋
で
固
め
る
携
帯
ト
イ

レ
の
備
蓄
を
進
め
た
い
と

考
え
る
。
置
賜
地
域
の
協

議
の
場
で
も
、
備
蓄
物
資

や
避
難
施
設
の
シ
ェ
ア
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
昨
年
９
月
か
ら
運
行

を
開
始
し
て
半
年
が
経
過

し
た
。
現
状
と
課
題
は
。

　
ま
た
当
初
か
ら
課
題
で

あ
っ
た
町
外
へ
の
移
動
手

段
に
つ
い
て
、
他
市
町
村

で
導
入
し
、
負
担
軽
減
を

行
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
券

の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
２
月
ま
で
の
６
カ
月

の
利
用
者
は
、
延
べ
人
数

で
１
２
１
名
、
月
平
均

20
・
２
人
。
診
療
時
間
に

よ
っ
て
、
帰
り
の
予
約
が

取
り
に
く
い
等
の
問
題
が

あ
る
。

　
町
外
へ
の
移
動
手
段
と

し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
に
よ

る
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
令
和
６
年
度
予
算
で

は
、
４
割
無
償
化
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
物
価
高
に

苦
し
む
子
育
て
中
の
家
計

を
助
け
、
６
割
、
８
割
と

段
階
的
に
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
町
長
の
公
約
と
し
て
、

財
源
確
保
に
最
優
先
で
取

り
組
む
考
え
は
。

答
　
全
て
一
般
財
源
で
の

対
応
と
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
財
源
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
無
償
化
に
対
す
る
財
源

確
保
を
優
先
的
に
行
え
る

よ
う
、
事
業
の
見
直
し
な

ど
に
取
り
組
み
完
全
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

答
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
ご
覧
い
た
だ
く

と
外
出
先
で
も
見
や
す
く

便
利
に
活
用
で
き
る
。

　
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
す

る
方
法
に
つ
い
て
も
、
今

後
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲身近な所から災害への備えを

想
定
し
て
お
り
、
３
日
間

で
４
万
５
千
回
分
の
ト
イ

レ
の
準
備
が
必
要
だ
が
、

現
在
の
備
蓄
は
排
泄
物
を

固
め
る
タ
イ
プ
の
携
帯
ト

イ
レ
が
４
千
回
分
ほ
ど
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
近
年
、
ト
イ
レ
ト
レ

ー
ラ
ー
を
導
入
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。

　
町
で
の
導
入
に
対
す
る

考
え
は
。
３
市
５
町
の
広

災
害
用
ト
イ
レ
に
つ
い
て

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

導
入
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
交
通

実
証
実
験
に
つ
い
て

給
食
費
の
無
償
化
つ
い
て
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平
たいら

　 誠
まこと

　議員

町長　令和８年度本格実施を目指す

部活動の地域移行の考えは

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

問
　
現
在
、
高
畠
町
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
検
討
委
員
会

の
検
討
状
況
、
出
さ
れ
て

い
る
課
題
は
。

答
　
指
導
人
材
の
確
保
に

関
す
る
こ
と
や
活
動
を
展

開
す
る
上
で
の
保
護
者
に

対
す
る
費
用
負
担
に
関
す

る
こ
と
、
地
域
に
お
け
る

受
け
皿
構
築
な
ど
が
課
題

で
あ
る
。

問
　
文
部
科
学
省
の
指
針

で
は
地
域
部
活
動
の
費
用

負
担
に
つ
い
て
生
徒
の
活

動
機
会
の
補
償
や
受じ
ゅ

益え
き

者し
ゃ

負
担
の
観
点
か
ら
、
保
護

者
や
自
治
体
の
負
担
が
適

切
で
あ
る
と
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
町
と
し
て
ど
う
い
っ
た

方
向
で
考
え
る
の
か
。

答
　
負
担
軽
減
も
含
め
た

地
域
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
る
子
ど
も
た
ち
が

活
動
で
き
る
体
制
を
整
え

る
た
め
、
関
係
者
へ
の
理

解
を
図
り
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問
　
移
行
期
間
や
方
針
は

答
　
休
日
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
後
半
か
ら
モ
デ

ル
種
目
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

８
年
度
の
本
格
実
施
を
目

指
し
て
進
め
た
い
。

問
　
組
織
検
討
委
員
会
で

は
、
統
廃
合
さ
れ
る
地
区

住
民
へ
の
説
明
会
、
合
意

形
成
は
図
ら
れ
た
の
か
。

答
　
各
地
区
の
区
長
会
に

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

再
編
対
象
と
な
っ
た
地
域

へ
の
説
明
と
調
整
を
消
防

団
で
行
っ
て
い
る
。

　
最
終
的
に
は
、
地
域
住

民
と
の
調
整
が
整
い
次
第

に
正
式
決
定
す
る
も
の
と

し
て
い
る
。

問
　
統
合
後
の
ポ
ン
プ
の

移
動
手
段
等
も
考
慮
し
た

の
か
。

答
　
統
廃
合
後
に
広
域
と

な
る
地
域
へ
の
車
両
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
意
見
も
出
さ
れ

検
討
し
て
い
る
。

　
検
討
結
果
に
つ
い
て
は

資
機
材
の
整
備
方
針
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
消
防
団
活

性
化
計
画
と
し
て
取
り
ま

と
め
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
元
年
10
月
の
水
害
で

は
、
普
通
乗
用
車
で
土
の

う
の
運
搬
等
を
行
っ
た
事

例
を
聞
い
て
い
る
。

　
班
が
統
合
さ
れ
て
広
域

に
な
る
場
合
に
は
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
借
り
上
げ
等
の

地
域
住
民
と
の
協
力
体
制

の
構
築
や
、
赤
ト
ラ
ッ
ク

の
配
備
等
も
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
町
の
方
針
は
。

答
　
消
防
団
の
活
動
が
町

の
活
動
で
あ
る
以
上
、
町

が
必
要
な
車
両
を
用
意
す

る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
組
織
見
直
し
の

結
果
、
管か
ん

轄か
つ

地
域
が
拡
大

し
た
班
か
ら
現
状
を
よ
く

調
査
し
た
上
で
、
順
次
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
ベ
ー
ス
の
資

機
材
搬
送
車
の
導
入
を
検

討
す
る
。

▲たかはたモデルでの活動を早く望む

消
防
団
組
織
体
制
の

見
直
し
に
つ
い
て

2024.4.20 － 17 －

町長　消費促進に向けて取り組んでいく

オーガニック宣言後の
取り組みは

菊
きく

地
ち

英
ひで

雄
お

　議員

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

▲有機米の稲刈り作業体験（和田小学校）

問
　
高
畠
町
の
有
機
農
業

は
、
50
年
の
農
民
運
動
を

核
と
し
た
歴
史
が
あ
る
。

国
は
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
で
、
農
薬

や
化
学
肥
料
を
半
減
し
、

有
機
栽
培
面
積
を
25
％
に

拡
大
す
る
と
い
う
一
大
戦

略
転
換
を
示
し
て
い
る
。

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
宣
言
を

し
た
当
町
は
、
町
を
挙
げ

て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　
有
機
農
産
物
の
地
産

地
消
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

据
え
な
が
ら
、
学
校
給
食

へ
の
提
供
拡
大
や
地
域
内

で
の
消
費
促
進
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
過
程

で
、
生
産
者
以
外
の
方
の

関
わ
り
も
増
や
し
な
が
ら

広
が
り
の
あ
る
活
動
に
発

展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
努

め
る
。

問
　
有
機
農
業
実
施
計
画

で
は
、
取
り
組
む
面
積
や

販
売
数
量
、
農
業
者
拡
大

の
目
標
が
あ
る
。
慣
行
栽

培
か
ら
の
移
行
や
新
規
参

入
者
が
参
加
し
や
す
い
方

法
を
考
え
、
す
そ
野
を
広

げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
有
機
米
を
中
心
に
施

策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
慣
行
栽
培
か
ら
有
機
栽

培
へ
の
移
行
は
負
担
も
大

き
い
た
め
、
ま
ず
は
農
薬

や
化
学
肥
料
を
抑
え
た
特

別
栽
培
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
そ
の
他
の
有
機
農
産
物

に
つ
い
て
は
取
り
組
み
や

す
い
品
目
か
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
　
有
機
農
産
物
の
流
通

や
加
工
、
消
費
の
拡
大
と

い
っ
た
一
連
の
目
標
に
向

け
、
そ
の
役
割
を
持
っ
た

町
と
産
地
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
は
、
各
団
体
や
地

域
等
と
幅
広
く
連
携
で
き

る
推
進
体
制
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

答
　
高
畠
町
有
機
農
業
産

地
づ
く
り
協
議
会
を
総
合

的
な
協
議
や
意
思
決
定
の

場
と
し
、
必
要
に
応
じ
て

構
成
員
の
追
加
も
想
定
し

て
い
る
が
、
当
面
は
機
動

性
を
生
か
し
、
テ
ー
マ
に

応
じ
た
関
係
者
の
招
集
や

参
加
要
請
を
行
い
、
柔
軟

に
運
営
し
て
い
く
。

問
　
能
登
半
島
地
震
で
は

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

当
町
で
も
地
震
、
豪
雨
や

土
砂
災
害
等
に
い
つ
襲
わ

れ
る
か
わ
か
ら
ず
、
防
災

減
災
の
視
点
で
今
回
の
災

害
で
教
訓
に
す
べ
き
課
題

は
何
と
見
て
い
る
か
。

答
　
一
人
一
人
が
災
害
か

ら
自
分
自
身
を
守
る
力
を

い
か
に
身
に
付
け
、
備
え

て
い
る
か
に
尽
き
る
。

　
ま
た
、
町
全
体
が
被
災

す
る
こ
と
に
よ
り
自
治
体

と
し
て
の
機
能
に
も
相
当

な
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
事
態
へ
の
備
え

と
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
災
害
時
に
自
力
で
避

難
が
難
し
く
、
要
支
援
者

の
避
難
者
リ
ス
ト
に
上
げ

個
別
避
難
計
画
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
地
域
の
認
識
も
含
め

実
際
ど
こ
ま
で
対
応
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
支
援
者
が
特
定
さ
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
支
援
で
き

な
い
状
況
も
見
受
け
ら
れ

る
。
地
域
の
方
々
と
要
支

援
者
の
顔
の
見
え
る
関
係

を
構
築
し
な
が
ら
、
定
期

的
な
避
難
訓
練
の
実
施
な

ど
を
促
し
、
計
画
の
実
効

性
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と

が
必
要
で
は

能
登
地
震
災
害
か
ら
の

教
訓
は

要
援
護
者
、
避
難
対
応

の
現
状
は

町
を
挙
げ
た
推
進
体
制
は
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青
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貴

金
　
子
　
睦
　
夫

西
　
方
　
茂
　
太

内
うち

山
やま

弘
ひろ

子
こ

さん（屋代）
　今回のきらり・まほろば人は、屋代地区根岸の内山弘子さん。
　内山さんは２０１８年、交通事故の後遺症で心も体もボロボロになり、悩んでいたと
ころに笑いヨガと出会い、みごと完治、克服されました。そのヨガの魅力に感銘を受
け、同じように心身の痛みで悩んでいる人の少しでも力になりたい。また「ますます
元気に過ごしたい」と願う地域の皆さんのお役に立ちたいと思う気持ちから笑いヨガ
ティーチャー資格を取得し、令和元年から本格的に笑いヨガ普及活動を始められました。
　現在、糠野目地区に伝わるカッパ伝説を広めようと活動している福地昭男さん、母
親の内山孝子さんと共に音楽や地域の魅力を取り入れながら県内外に活躍の場を広げ
ています。

６月定例会を傍聴しませんか　
６月１１日（火）～2１日（金）

本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は６/６以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

◦表紙のひと◦

まほろば人

き・ら・り

Ｑ．なぜ笑いヨガで、その意味、狙いは

Ａ．

Ｑ．教室開催のきっかけは

Ａ．

Ｑ．これまでの教室参加者の声、反応は

Ａ．

Ｑ．町の健康づくりへの取り組みに望んでいることは

Ａ．

笑いヨガでみんなの健康づくりを応援

　赤ちゃんや子どもたちは毎日元気に笑いま
す。大人になるにつれて、実は笑いの回数が
グンと減ってしまいます。（１日赤ちゃん～
小学生は３００回、２０代は２０回、７０代はな
んと２回）笑いと健康は密に関係していま
す。笑う動作は呼吸法です。「ハハハハー」
と声を出すことで、長ーい呼吸ができ、内臓
のジョギングをしてくれます。長ーい息は長
生きにつながります。笑いヨガは作り笑いで
すが、行っていくと自然に笑いの連鎖が生じ、
本物の笑いにつながります。
　作り笑いと本物の笑いは、健康効果が同じ
です。具体的には、認知症予防、免疫力アッ
プ、血流改善、高血圧高血糖の予防改善、ス
トレスうつの緩和、セロトニンというホルモ
ンによる幸福感アップ、アンチエイジング効
果など、地域の皆さんの健康づくりのお手伝
いができればと思って活動しています。

「家族・身内・ご縁のある人を元気にした
い !」からスタートし、現在は、町内はもち
ろん県内外にて「笑いヨガ×音楽」講座を
開催しています。

・笑う機会がなかったので大変うれしかった。楽しかった。
・こんなに笑ったのは生まれて初めて。
・若返った、１２０歳まで元気に生きます。
・上がらなかった腕が上がるようになった。
・風邪が治った。うつうつした心もすっきり。
・心も体も軽くなった。毎日笑わんなねど思った。

など、元気な気持ちになっていただけていることにう
　　れしく思っています。

・子どもから高齢者まで幅広い町民の健康維持。
・現代社会は精神的に悩んでいる人が多いと思います。た
くさんの方に笑いヨガを知っていただける機会を設けて
いただければ幸いです。
・居場所やいきいきサロンを利用し、出てこられる町民の
方への町の対応は素晴らしいです。なかなか外に出てこ
られない人への心のケアなど力を入れていただければと
思います。

Ｑ．今後のヨガ活動における抱負は

Ａ．「笑顔の町、高畠」を目指し、皆さんの健康寿命を伸ばし、
元気にイキイキとすごせるお手伝いができればと思ってい
ます。たくさんの方に笑いヨガを体験していただきたいで
す。また、県内外に活動を広げ、笑いヨガにプラスして高
畠町のPRもしていきたいです。
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